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ABSTRAK 

 

Nama : Rengga Harlandiansyah 

NIM : 2016110236 

Program Studi : Bahasa dan Kebudayaan Jepang 

Judul : Penerapan Omotenashi dalam 

Melayani Tamu di Ryokan. 

 

Masalah yang dibahas dalam penelitian ini adalah mengenai penerapan omotenashi 

dalam melayani tamu di ryokan. Tujuan penelitian ini adalah mengetahui 

pentingnya omotenashi pada industri pariwisata dan cara menerapkannya pada 

ryokan. Metode penelitian ini menggunakan kualitatif, kepustakaan, dan teknik 

pengumpulan data. Data penelitian didapatkan dengan mengumpulkan data dari 

jurnal internasional, e-book, buku, dan website lembaga resmi Jepang. Hasil dari 

penelitian ini menemukan faktor yang membuat omotenashi penting bagi industri 

pariwisata, serta aspek yang membuat wisatawan memilih untuk menginap di 

penginapan ryokan yang menerapkan konsep omotenashi apabila dibandingkan 

dengan penginapan lainnya. 

 

Kata Kunci : Penerapan, Omotenashi, Melayani Tamu, Ryokan 
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要旨 

 

名前  :レンガハルランディアンシャー 

学籍番号  :2016110236 

学科  : 日本語・日本文化 

タイトル  :旅館にてのお客に対してサービスを提供 

   するおもてなしの適用 

 

本論文
ほんろんぶん

では議論
ぎろん

されている問 題
もんだい

は旅 館
りょかん

でのお 客
きゃく

に対
たい

してサービスを

提 供
ていきょう

するおもてなしの適 用
てきよう

 関
かん

するものである。 本 研 究
ほんけんきゅう

の目 的
もくてき

は観 光
かんこう

業 界
ぎょうかい

におけるおもてなしの 重 要 性
じゅうようせい

と旅 館
りょかん

への応 用
おうよう

方 法
ほうほう

を知
し

っていることである。方 法
ほうほう

、文 献
ぶんけん

、データ を集
あつ

める方 法
ほうほう

を用
もち

い

たこの研 究 方 法
けんきゅうほうほう

こくさいてきでんししょせきである。 研 究
けんきゅう

データ 

は、国 際 的
こくさいてき

な ジャーナル や、電子
でんし

書 籍
しょせき

や、書 籍
しょせき

や、日 本
にっぽん

せいしき

かんりんいん もうしょ正 式
せいしき

翰
かん

林
はやし

院
いん

の網
あみ

処
ところ

を集
あつ

めて得
え

た。この

研 究
けんきゅう

したでは、おもてなし を観 光
かんこう

業 界
ぎょうかい

にとって 重 要
じゅうよう

にする要素
ようそ

を原 因
げんいん

のことが分
わ

かって、そして他
ほか

のホテル に比
くら

べて、おもてなしの 

コンセプト を取
と

り入
い

れた旅 館
りょかん

に 宿 泊
しゅくはく

すること を 観 光 客
かんこうきゃく

に選 択
せんたく

させる側 面
そくめん

を明
あき

らかになった。 
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